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論文内容の要旨

生体にむける多くの環境適応現象は生体の内的環境の恒常性の維持として観測される。微生物の環

境温度への適応については生体膜が一定の流動性を維持しようとする傾向が知られている。生体膜中

の酵素機能は膜の脂質二重層部分の流動性に大きく依存するので，このことは膜機能をなるべく一定

に保つ上で有効で、ある。微生物のこの種の温度適応の機構及び膜の物理的状態の役割を知るためには，

微生物中の異なった細胞器管の間で環境温度の変化に伴う膜の物理的状態の変化にどの様な違いが生

ずるかを知る必要がある。本研究では原核生物である大腸菌と真核単細胞生物であるテトラヒメナに

ついて，それらの各種細胞器管膜での温度適応の様相の差異を， x線広角田折法によって脂質二重層

部分の温度相転移を調べること及び脂質組成の分析とにより明らかにした。以下にその結果の要旨を

述べる。

1 .大腸菌の膜リン脂質の不飽和度は培養温度の低下と共に原形質膜・外膜共に増大し，各温度で原

形質膜の不飽和度は外膜より大きい。

2 .大腸菌の原形質膜及び外膜からの抽出リン脂質膜の相転移温度は培養温度と平行して低下し，原

形質膜リン脂質は各培養温度で常に完全な流動状態にあった。

3 .原形質膜の相転移温度は各培養温度で抽出リン脂質のそれと一致したが，外膜ではより鈍く変化

した。

4. テトラヒメナのミトコンドリア膜・ミクロゾーム膜・外皮膜分画からの抽出リン脂質の相転移温

度は低温に適応した細胞で顕著に下がり，培養温度に拘らずすべて流動状態にあって外皮膜・ミク

ロゾーム膜・ミトコンドリア膜の順に高い。

-405-



5. テトラヒメナについて，温度環境への適応の時間経過を調べた。培養温度の急激な変化後10時間

以内では，転移温度は外皮膜・ミクロゾーム膜で減少したが， ミトコンドリア膜ではほぼ一定であ

った。その結果についての考察も行った。

論文の審査結果の要旨

生物の環境への適応はその内部の化学的，物理的状態の恒常性の維持という形で行われることが多

Po 植物や微生物の温度環境への適応に関しては，生体膜の流動性を J定に維持しようとする傾向(

恒流動性適応)が知られている。生体膜中の酵素機能は膜の脂質部分の流動性に大きく依存するので，

このことは膜機能を一定に保つ上で、有効である。本研究は X線回折法に A部化学分析を併用して大腸

菌と原生動物テトラヒメナの恒流動性適応を調べたものである。

大腸菌の恒流動性適応には既に多くの研究があるが データ聞に矛盾が多く統一的な見方が困難で戸

あった。本研究では大腸菌のもつ 2 つの膜系である原形質膜と外膜を分離し，それぞれについて相転

移温度と脂質の炭化水素鎖の飽和度の生育温度依存を調べた。その結果原形質膜においては三者にほ

ぼ完全な平行関係があること等がわかり，大腸菌の恒流動性適応に整合l生のある描像を与えた。テト

ラヒメナは細胞内に各種の膜系をもっている。本研究ではそのうちミトコンドリア膜， ミクロゾーム

膜，外皮膜分画をとり上げ，それぞれから抽出したリン脂質の膜の相転移温度は低温に適応した細胞

では顕著に下がり，生育温度では膜はすべて流動状態にあること等を明らかにした。また培養温度を
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Cヘ急激に変えたときのテトラヒメナの適応の時間経過について研究し，温度変化後10時

間以内に関しては，相転移温度はミクロゾーム膜，外皮腸では降下し， ミトコンドリヤ膜ではほぼ一

定にとどまることなどを見出したO またこの結果を他のデータとの比較にわいて考察した。

このように本論文はバクテリアと原生動物の恒流動性適応を理解する上に有用な多くの新しい知見

を報じており，博士論文に値するものと認める。
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